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研究成果の概要（和文）：栃木県内の小学校5年生1,711人および中学校2年生1,381人を対象とした質問紙調査の結果，
小5の20.0％，中2の24.9％がノンアルコール飲料の摂取を経験していた。また，ノンアルコール飲料の摂取経験者は非
摂取経験者に比して，飲酒や喫煙が見られやすい傾向が示された。ノンアルコール飲料の摂取の要因としては，母親，
兄弟姉妹，友人などのノンアルコール飲料の摂取状況，規範意識，セルフエスティームなどが関連していた。

研究成果の概要（英文）：In a survey of 1711 fifth-grade students and 1381 eighth-grade students in 
Tochigi Prefecture, 20.0% of the fifth-graders and 24.9% of the eighth-graders consumed non-alcoholic 
beverages. Students who consumed non-alcoholic beverages were at a significantly higher risk for alcohol 
drinking behaviors and cigarette smoking behaviors than those who had never consumed non-alcoholic 
beverages. Consumption of non-alcoholic beverages by family members or friends, norm-consciousness, and 
self-esteem were among the factors related to consuming non-alcoholic beverages.

研究分野：学校保健学，健康教育学
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１．研究開始当初の背景 
ノンアルコール飲料とは，酒類の代替飲料
として開発された，アルコール度数を 1％未
満に抑えたアルコールテイスト飲料のこと
である。ノンアルコール飲料は，酒税法上の
酒類に該当しないため，清涼飲料水として取
り扱われている。近年，わが国ではビール，
焼酎をはじめとした酒類の市場規模が縮小
傾向にある一方で，ノンアルコール飲料は，
ビールテイスト，カクテルテイスト，梅酒テ
イスト等の様々な種類が販売されており，そ
の市場規模が急速に拡大している。 
ところで，未成年者がノンアルコール飲料
を摂取することについては，法的な問題はな
いものの，酒類に近い味覚を味わえることか
ら飲酒の擬似体験となり，飲酒が助長される
のではないかと危惧されている。また，青少
年期の飲酒は，喫煙，薬物乱用，性的行動，
暴力等の危険行動と結びつきやすい特性を
もつことが国内外で報告されていることか
ら，ノンアルコール飲料の摂取が様々な危険
行動の入門となり得ることも懸念される。 
こうした中，著者らは，高校生 9,778名を
対象とした危険行動の全国調査「青少年危険
行動調査 2011」（研究代表者：野津有司）の
データを用いた分析によって，ノンアルコー
ル飲料の摂取経験者は非摂取経験者に比し
て飲酒や喫煙が見られやすく，ノンアルコー
ル飲料の摂取機会が多い者ほどそのリスク
がより高かったことを報告した（第 71 回日
本公衆衛生学会総会 2012）。本知見は，わが
国の青少年におけるノンアルコール飲料の
摂取と危険行動との関連を初めて報告した
ものであり，青少年の危険行動の出現特性の
解明上，重要な知見であると考えている。 
しかしながら，小学生や中学生などの早期
の青少年のノンアルコール飲料の摂取に着
目した研究は殆どみられず，飲酒などの危険
行動の出現との関連性や，ノンアルコールの
摂取を取り巻く要因等についても明らかに
されていない。こうした点について検討を行
うことは，青少年のノンアルコール飲料の摂
取状況を踏まえた，今後の危険行動防止の取
り組みのあり方を検討する上で有意義な知
見を得られるものと考える。 
 
２．研究の目的 
本研究では，小学校高学年の児童および中
学生におけるノンアルコール飲料の摂取に
着目し，以下の 3点を明らかにすることを目
的とした。 
（1）ノンアルコール飲料の摂取行動やノンア
ルコール飲料の摂取に対する意識等の
実態について明らかにする。 

（2）ノンアルコール飲料の摂取と飲酒，喫煙
等の危険行動の出現との関連性を明ら
かにする。 

（3）ノンアルコール飲料の摂取に関連してい
る要因について明らかにする。 

 

３．研究の方法 
（1）質問紙等の作成 
まず，わが国におけるノンアルコール飲料
の特徴，未成年者のノンアルコール飲料の摂
取に関する社会的対策，家庭や学校での対応
等の現状について，関連する文献や Web サ
イト，新聞記事等を通じた情報収集を行った。
続いて，上記作業で得られた情報や，青少年
の危険行動に関する国内外の先行研究で用
いられた質問項目の内容を参考にし，小中学
生のノンアルコール飲料の摂取経験，ノンア
ルコール飲料の摂取に対する意識，危険行動
等に関わる項目で構成される質問紙を作成
した。危険行動の項目は，主に野津らによる
「日本青少年危険行動調査 2011」の調査項
目を援用，一部改変するなどして用いた。質
問紙の作成にあたっては，小学校高学年の児
童および中学生の発達段階や学習状況等を
踏まえた妥当な質問内容やワーディングと
なっているかについて，小学校および中学校
の現職教員等によるチェックを受けた。 
また，調査時の手順や回答者のプライバシ
ーを守るための配慮等を記した調査実施マ
ニュアルも併せて作成した。 

 
（2）予備調査 
作成された質問紙および調査実施マニュ
アルを用いて，2014年 1月下旬～2月上旬に
栃木県内の小学校 5年生 121人，中学校 2年
生 242人を対象とした予備調査を実施した。 
予備調査で得られた知見を基に，結果の解
釈上の課題や活用可能性の観点から質問紙
を再吟味し，項目の追加およびワーディング
の修正等を行った。最終的に小学校用質問紙
17問，中学校用質問紙 79問から構成される
調査票を完成させた（表 1）。 

 
表 1  調査票の枠組み 

 項目数 
 小学校 中学校 

【属性】   
 ・性別，学年 2 2 
【ノンアルコール飲料に関する項目】   
 ・ノンアルコール飲料の認知 1 1 
 ・ノンアルコール飲料の摂取行動 4 8 
・周囲の人々のノンアルコール飲料摂取 1 1 
・ノンアルコール飲料に関する知識 － 4 

 ・ノンアルコール飲料の摂取に対する意識 6 6 
【危険行動に関する項目】   
 ・飲酒行動 3 5 
 ・飲酒に対する意識 － 6 
 ・飲酒に関する知識 － 8 
 ・喫煙行動 － 3 
 ・喫煙に関する知識 － 8 
【心理社会的変数】   
・規範意識 § － 12 
・セルフエスティーム ♯ － 15 

－ 調査せず 
§ 野津らが作成した「規範意識尺度（2008）」を使用 
♯ 野津らが作成した「セルフエスティーム尺度（2007）」を使用 



（3）本調査 
①調査方法および対象 

2014年 12月に，栃木県内の小学校 5年生
および中学校 2年生を対象に，無記名自記式
の質問紙調査を実施した。 
 対象校は，栃木県内の公立の小学校，中学
校から各 70 校を無作為抽出した。その際，
児童生徒数が100人未満の小規模校について
は除いて抽出した。抽出された学校の校長宛
に調査の目的や実施方法，倫理的配慮等を記
した依頼文と調査実施マニュアル，調査票等
の一式を送付し，小学校 5学年，中学校 2学
年の任意の 1クラスで調査を実施するよう依
頼した。なお調査は，宇都宮大学の「ヒトを
対象とした研究に関する倫理審査委員会」の
承認（登録番号 H14-0034）を得て実施され
た。 
調査の協力が得られた小学校は 58 校（学
校の回収率 82.9％），中学校は 48 校（同
68.6％）であった。回収された調査票につい
て，「性別が無回答」，「全回答の 50％以上が
無回答もしくは無効回答」等の条件に該当す
る調査票を無効として除いた，小学校調査
1,711 部（有効回答率 98.8％），中学校調査 
1,381部（同 99.5％）を解析対象とした。 
②分析方法 
ノンアルコール飲料の認知，ノンアルコー
ル飲料の摂取行動，ノンアルコール飲料の摂
取に対する意識に関する各項目について，そ
の割合を学年毎に集計した。学年間での比較
が可能な項目はχ2検定を実施した。 
ノンアルコール飲料の摂取経験と飲酒行
動（飲酒経験，月飲酒），喫煙行動（喫煙経
験，月喫煙）との関連については，ノンアル
コール飲料の摂取経験の 3 群（「経験なし」，
「1回ある」，「2回以上ある」）別で，飲酒行
動，喫煙行動の各項目の出現率を算出し，χ2

検定を実施して群間の比較を行った。 
ノンアルコール飲料の摂取の関連要因の
検討にあたっては，「周囲の人々のノンアル
コール飲料摂取状況」，「ノンアルコール飲料
の摂取に対する意識」，「心理社会的変数」を
取り上げ，ノンアルコール飲料の摂取経験と
の関連を Spearman の順位相関係数を算出
して検討した。なお，統計上の有意水準は 5％
とした。統計パッケージは， IBM SPSS 
Statistics 22を用いた。 
 
４．研究成果 
（1）ノンアルコール飲料の認知状況 
ノンアルコール飲料の存在について「知っ
ている」と回答した者の割合は，小5が95.6％，
中 2が 97.1％であった。小 5，中 2のいずれ
も大多数の者がノンアルコール飲料の存在
を認知していた。 

 
（2）ノンアルコール飲料の摂取行動の実態 
①ノンアルコール飲料の摂取経験（図 1） 
 これまでにノンアルコール飲料の摂取し
た経験がある者の割合は，小 5が 20.0％（「1

回ある」11.5％，「2回以上ある」8.5％），中
2 が 24.9％（「1 回ある」10.4％，「2 回以上
ある」14.6％）であった。つまり，小 5の約
5人に 1人，中 2の約 4人に 1人がノンアル
コール飲料の摂取を経験していた。そのうち，
「2回以上」摂取経験のある者が小 5で半数
弱，中 2では半数強を占めており，繰り返し
摂取している者も多いことがうかがわれた。 
過去 30 日間で 1 日以上ノンアルコール飲
料を摂取した者の割合は，小 5が 5.8％，中 2
が 5.3％であった。 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
図 1  ノンアルコール飲料の摂取経験 

 
②摂取経験のあるノンアルコール飲料の種類 
中 2のノンアルコール飲料の摂取経験者に，
飲んだことのあるノンアルコール飲料の種
類を回答させた結果（複数回答可），「ノンア
ルコールカクテル」（48.3％）が最も高率であ
り，次いで「ノンアルコールビール」（33.1％），
「ノンアルコール梅酒」（32.8％），「ノンアル
コール酎ハイ」（26.5％）と続いた。 
現在，様々なテイストのノンアルコール飲
料が販売されている中で，中学生においても
多様な種類のノンアルコール飲料が摂取さ
れている状況がうかがわれた。 
③ノンアルコール飲料の初回摂取の時期 
 ノンアルコール飲料の摂取経験者に，その
初回摂取の時期を回答させた結果，小 5では，
「小 4時」が 36.0％と最も高率であり，次い
で「小 2以前」24.1％，「小 5時」19.6％，「小
3 時」18.5％と続いた。中 2 では，「小 5・6
時」が 45.4％と最も高率で，次いで「中 1時」
30.1％，「中 2時」10.4％，「小 3・4時」9.9％，
「小 2以前」3.9％と続いた。 
概して，小学校高学年～中１の時期に初回
経験する者が多く見られたが，この傾向は，
わが国の青少年における飲酒および喫煙の
初回経験時期の傾向（Takakura et al. 2003，
久保ら 2008）と概ね同様であった。一方で，
小学校低学年の段階で初回経験する者も少
なからず見られ，注目された。 
④ノンアルコール飲料の入手経路 
中 2のノンアルコール飲料の摂取経験者に，
ノンアルコール飲料の主な入手経路を回答
させた結果（複数回答可），「家にあるノンア
ルコール飲料を飲む」が 64.8％と突出して高
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率であった。次いで，「コンビニやスーパー
マーケットで購入する」が 18.9％，「飲食店
で飲む」が 14.8％見られた。 

 
（3）ノンアルコール飲料の摂取に対する意識 
ノンアルコール飲料の摂取に対する「肯定
的印象」（3項目）と，「否定的印象」（3項目）
に分けて把握した。 
肯定的印象ついて，「かっこいい」，「大人
っぽい」，「健康によい」の各項目に対して「と
てもそう思う」もしくは「ややそう思う」と
回答した者の割合は，小 5が 3.9％～24.6％，
中 2 が 5.5％～19.5％であり，いずれも低率
を示した。一方，否定的印象ついて，「悪い
ことだ」，「飲酒につながる」，「未成年は飲む
べきでない」の各項目に対して「とてもそう
思う」もしくは「ややそう思う」と回答した
者の割合は，小 5が 49.0％～76.0％，中 2が
34.9％～66.5％であり，比較的高率を示した。 
ノンアルコール飲料に対しては，肯定的印
象よりも否定的印象を持つ者が多いことが
示唆された。ただし，否定的印象については，
中 2が小 5に比して低率を示す傾向も見られ，
中学生の方がノンアルコール飲料の摂取に
対して寛容的である傾向もうかがわれた。 

 
（4）ノンアルコール飲料の摂取と危険行動と
の関連 
①ノンアルコール飲料の摂取と飲酒行動 
 ノンアルコール飲料の摂取経験の 3 群別
（「経験なし」，「1回ある」，「2回以上ある」）
で，飲酒経験，月飲酒の出現率を算出した結
果を表 2に示す。 
小 5，中 2のいずれも，飲酒経験，月飲酒
の出現率について 3群間に有意差が示された。
具体的には，ノンアルコール飲料の摂取経験
者は非経験者に比して，飲酒経験，月飲酒が
見られやすいことが示された。また，ノンア
ルコール飲料の摂取経験が 1回の者よりも 2
回以上の者において，そうした飲酒行動のリ
スクがより高い傾向も示された。 
わが国の青少年期におけるノンアルコー
ル飲料の摂取と飲酒行動との関連について
は，kubo et al.（2015）が，高校生を対象と
した横断的な全国調査のデータを用いて，ノ
ンアルコール飲料の摂取機会が多い者ほど
飲酒行動が見られやすい傾向にあったこと
を報告している。本結果から，同様の関連の
傾向が，小中学生，つまり早期の青少年の段
階でも確認され，注目された。青少年の飲酒
防止において，より早期から彼らノンアルコ
ール飲料の摂取状況にも着目していく必要
があることが示唆された。  
こうした関連性の背景として，ノンアルコ
ール飲料を摂取した小中学生は，酒類の味覚
や飲酒する雰囲気などを擬似的に体験する
ことによって飲酒に対する心理的な抵抗感
が低下し，飲酒への興味が更に増したりする
などして，飲酒に結びついた可能性が考えら
れる。一方で，飲酒の経験のある小中学生が，

飲酒の代替としてノンアルコール飲料を摂
取したことも考えられる。ただし，本研究は
横断調査による結果であるため，こうした出
現の順序性については不明である。今後の課
題であろう。 

 
表 2  ノンアルコール飲料の摂取経験別でみた 
飲酒行動の出現率 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
②ノンアルコール飲料の摂取と喫煙行動 
中 2において，ノンアルコール飲料の摂取
経験の 3群別で，喫煙経験，月喫煙の出現率
を算出した結果を表 3に示す。 
喫煙経験，月喫煙の出現率について 3群間
に有意差が示された。具体的には，ノンアル
コール飲料の摂取経験者は非経験者に比し
て，喫煙経験，月喫煙が見られやすいことが
示された。また，ノンアルコール飲料の摂取
経験が 1回の者よりも 2回以上の者において，
そうした喫煙行動のリスクがより高い傾向
も示された。 
中学生によるノンアルコール飲料の摂取
は，彼らの飲酒行動のみならず，喫煙行動の
出現とも関連していることが示された。青少
年期の飲酒は，喫煙，薬物乱用等の様々な危
険行動の出現と結びつきやすい特性をもつ
ことが国内外で報告されている。ノンアルコ
ール飲料の摂取により飲酒行動が助長され，
その後，喫煙行動の出現にも繋がった可能性
も考えられよう。 
 
表 3  ノンアルコール飲料の摂取経験別でみた 
喫煙行動の出現率 

 
 
 
 
 
 
 

 
（5）ノンアルコール飲料の摂取の関連要因 
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